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も対象となる。後は、単行本の廃棄に準ずる。コン １． 病院図書室のふたつの柱

ピューターのソフトは、購入時、発売元からユーザ まず最初に、私は「 新鮮な資料を利用者に提供

一登録をするように要求されることが多い。バー し書架には常に新しい資料が配架されている 」と

ジョン・アップで新しいソフトを人手してからも、 いうことと「 蔵書を保存する 」というこのふたつ

契約上、古いソフトを他のパソコンで使うことは

できないので、必要がなくなれば廃棄する。

５． 廃棄作業の手順 ＜省略＞

６． おわりに

スペース不足に悩む病院図書室では、廃棄は切

実な問題である。そこで、スペースの問題のみが

強調されがちであ るが、廃棄は書架スペースの不

足対策としてのみ捉えるのではなく、効果的な医

療情報サービスの妨げになるものの排除を、第一

に考えるべきである。病院図書室の収書の基本は、

の事柄は、今後の病院図書室の発展にとって、欠

くことのできないふたつの大きな柱であると考え

ています。

ひとつめの柱の「 新鮮な資料を利用者に提供す

る 」ことは、私たちの果たす役割の基本的な部分

で、その点ではオンライン検索やＣＤ－ＲＯＭを導入

して情報のタイムラグを短くレ情報を提供するこ

とに努力を重ねてきました。以上のことだけを捉

えても病院図書室として一定発展してきていると

いえるでしょう。しかし、ここで取り上げたいの

は、もう一方の柱の資料の保存という問題です。

診療に役立つ、有益で最新の医療情報を集めるこ ２．保存の目的

とである。資料の保存と廃棄は、表裏一体の関係 では、なぜ「 保存すること 」が大事なのでしょ

にあるので、収書方針と保存方針がはっきりすれ うか。その目的と、どうしたらその課題を乗り越

ば、㈲を廃棄するかが明確になる。そして、定期 えることができるのか、もう少し掘り下げて考え

的な書架点検を行い、不用資料を除架し、蔵書の てみる必要があると思います。

更新を図り、利用者にとって魅力的な蔵書構成を

維持しなければならない。

廃棄を考える際に大切なことの一つに、ネット

ワークによる相互協力がある。地域ネットワーク

の場合、地元の大学図書館が保存図書館の役割を

果たすことになるが、大学図書館の負担軽減とい

うだけでなく、病院図書室の自立という意味で払

今後分担保存が必要になるであろう。また、保存

図書館の雑誌の欠号補充に協力し、長期的な支援

体制の確立もあわせて考えていかなければならな

い。そのためにも、単に廃棄するのではなく、寄贈

や交換に出し、資料の有効利用を図る必要がある。

資 料 の 保 存 方 法 の 動 向

前田 元也

（ 西淀病院）

本日は「 資料の保存方法の動向 」という非常に

大きなテーマではございますが、共に考えてみた

いと思います。
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まず保存を行う目的ですが、ここでは、病院図

書室という限られた範囲ではなく図書館とい う大

きな枠組みの中で考えてみたいと思います。それ

には大きく分けてふたつの目的があると思います。

まずひとつめは、利用するために保存するとい

うことです。ともすれば保存と利用というムたつ

の概念は相対するもので、利用すると本が傷むか

ら、利用は極力避けた方がよいのではないかと考

えられがちですが、そうではないと思います。図

書館におけ る保存というのは、美術館や博物館の

ような概念とは異なり、その資料の内容を提供し

ていくことが、大切な役割であるからです。

つまり、利用者により質の高い幅広いサービス

を提供するためには、厚みのある蔵書を築きあげ

ていかなければならないということを再認識する

ことが大切です。

ふたつめの目的は、人類の文化的財産を後世に

伝えていくということです。最近、酸性紙の問題

で何年か先には資料が資料として存在しないので

はないかという声が高まっています。図書館の存

続にもかかかるたいへんなことです。保存してい



たにもかかわらず、その屎存ができない状態にあ

るということで、これを契機に図書館としても２０

年後、３０年後、５０年後にどうなっているか、考え

ていかなければならなくなってきました。

以上述べたことは、一般的な図書館という枠組

みの中で考えてきたことですが、病院図書室とて、

その例外でありまぜん。利用者の要求をいつの時

代にも受け入れ十分に満たしていくことが大切だ

ということです。これは、どの図書館も同じであ

るからです。

次に、これらのことを前提にして乗り越えてい
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存の目標を達することができるとしています。

以上のように、マイクロ化などの近代科学技術

の成果を使った記録内容の移し換えによる方法が、

資料保存の有効な方法として公認されているわけ

です。

しかし、私たち病院図書室を現状に照らし合わ

せて考えるならばどうでしょうか。結論をいえば、

私たち病院図書室レベルにおいては、今のところ、

マイクロ化に始まる二血－メディアは資料保存を

解決する手段にはなり得ないと考えるべきでしょう。

くべき課題を、さらに様々な資料保存の動向につ ４． デポジットライブラリー

いて考えていきたいと思います。

３． マイクロ化

第１に科学技術の進歩に伴い、それらの技術を

資料保存に活用できないかという期待が、図書館

の内外にあります。そのひとつとして、紙などの

記録媒体の物理的消滅から新しい媒体へと記録内

容を転換し、記録されている情報を守るうという

保存対策があります。

その方法として、今、一般的なのが劣化しはし

めた紙から新しい紙へと記録内容を移し変えるリ

プリント版の作成や、紙から写真フィルムへ媒体

を変換するマイクロフィルム化などがあげられます

そのうち、マイクロフィルムについてムれてみ

たいと思います。

マイクロフィルム化の総

点からはスペースの節約、コンパクトであるため管

理面の省力化などがあげられますが、１００年 を超

える歴史を有している割には、あまり普及しませ

んでした。これは利用のための機器の操作性がよ

くなかったことなどがその原因と考えられます。

ＩＦＬＡ（ 国際図書館連盟）の「資料保存の原則 」

のマイクロ化に関する規定で、図書館資料に関す

る保存政策の目標は、次の１）、２）両方、もしくは

いずれか一方と定義しうる、とあります。

１）記録された情報の知的内容を、原形と異なる

媒体に移し換えて保存すること、２）図書館・文書

館資料の物理的原形をできる限り完全かつ利用可

能な形態で保存することとあります。すなわち、

原形保存と内容屎存の一方または双方によって保

それでは他に、どんな方法があるのでしょうか。

そのひとつに、図書館協力によってこの問題を解

決しようとデポジットライブラリー（ 保存図書館）

の考え方が提唱されています。

専門図書館協議会が１９８４年にデポジットライブ

ラリーに関する調査報告をしておりますので報告

いたします。調査によると６２他の機関が、すでに

書架に余裕がない状況と答えており、さらに５年

以内に余裕がなくなると答えているところをあわ

せますと実に９７帽こも達します。そういった状況

の中でデポジットライブラリーが必要と答えてい

る機関は７９ヅと高くなっています。

次にデポジットライブラリーを３つの特色、形

態に分けて考 元ていきたいと思います。

１）ひとつの図書館が別の保存図書館を同じ敷地

内に建てるもの、２）２つ以上の図書館が協力する

が、建物はメンバーのひとつを借りて共同で利用

するもの、３）複数の図書館が協力して、どの図書

館にも属さない建物を取得して、これを共同図書

館とするもの。

たとえば１）の場合、例をあげてみるなら、大学

図書館などが自館での保存能力が限界にきた時に、

保存図書館を学内の敷地内に建てて、図書館のサ

ービスの機能を果たしているところがいくっか報

告されています。２）の場合は、主には公立図書館

がその例でしょう。同じ地方自治体の中で、中央

図書館が保存図書館の機能を果たしたり、新たに

保存図書館を増設したりして、自治体内の図書館

が一館では 保存できなくなった蔵書を集めて保管

し、利用者には、どの図書館にいっても同じサー

－ １０３－
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ビスを受けることができるといったものです。３）

の場合は、私の知る範囲では国内にはその例は見

当たりませんでしたが、海外にならその報告があ

るようです。しかし、かなり規模の大きな図書館

間でのもので、どうやら私たち病院図書室として

参考になるものではないようです。

しかし、病院図書室のネットワークの場合、確

かに規模的に若干の大小の差はありますが互いに

協力体制（ たとえば、分担収集、分担保存という

一歩進んだ形の図書館協力 ）が整備確立されなけ

ればならない時にあるように思います。

このような病院図書室間のネットワークを築い

ていくということは非常に困難であるとは思いま

すが、観点をかえで考えてみれば、それは逆に必

然的な流れでもあるように感じられてなりません。

対等平等の関係ですし、専図協のように、あらゆ ６． まとめ

る分野での専門図書館のネットワークとは異なり、 より高度な図書館サービスは、より整った図書

扱う資料は一定しています。また利用者も医療従 館協力体制に支えられた時にこそ、力が発揮され

事者と一定しています。ですから、できるできな ていくのだということを今、再認識する必要があ

いの問題は別にして、Ｄ～ｓ）の形態の中では、３） るのではないでしょうか。

の形態が最も理想的であるように思います。

では病院図書室としては、デポジットライブラ

リーの可能性はゼロなのでしょうか。あるとする

なら、存在意義はとこにあるのでしょうか。

その答えとして私は、私たちのデポジットライ

ブラリーへの第一歩は「 共同収集 」という方法が

最も効果的であると考えます。はじめから、利用

頻度の少ない資料（ 利用頻度が少ないといっても

病院図書室には欠かせない資料ですが ）を決めて

おいて、共有財産として買っていけば、個々の図

書室では以後、購入を控えることもできるでしょ

う。理想をいえば、どの図書室にもないものがデ

ポジットライブラリーにはある、となれば最高で

しょう。

今、正面きって病院図書室として、デポジット

ライブラリーの可能性はどうかと質問されれば、

もちろん、一足飛びには不可能だと答えるしかあ

りません。必要なのか不必要なのかさえおおいに

論議が必要な課題です。ただ、私たち病院図書室

においての資料保存という課題を解決してくれる

ヒント、可能性をもったものであることはいえる

と思います。

５． 一歩進んだ図書館協力

これは「 分担保存 」「 分担収集 」といった現在

の概念を一歩進めた考え方ととらえることもでき

ると思います。

具体的には、各病院図書室間、または今あるネ

ットワークの相互利用を超えた広い意味での相互

質疑応答

けじめに座長よりシンポジストに資料の廃棄を

したことがあるかという質問があり、全員廃棄の

経験があるとの答えであった。

Ｑ１．購入が中±になった雑誌でも購入年数

が長ければある程度存在価値があると考える

が、何年位か基準になるか。（ 岡村慶子・国

立果２ ）

Ａ．飯田育子：購入中止ということには利用統計

や利用者の判断が入っていると思うが、その雑誌

を取っておく方がいいかどうかは再度利用者に聞

く必要があるだろう。臨床的な雑誌は１５年 位保存

しておけば利用価値があると思う。

Ｑ２． 廃刊休刊になった雑誌を廃棄対象にす

る根拠は何か、その廃棄時期についてどのよ

うに考えるのか。（ 林伴子・社保神戸中央、

山室真知子・京都南 ）

Ａ． 飯田育子：ある雑誌が廃刊休刊になった場合

には内容が同じような雑誌を購入する形で代替で

きる。しかし、廃刊休刊により購読申止となった

－ １０４－




